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「きみは だれ？」
「どこから きたの？」
しらゆきひめは わけを はなしました。すると、こびとたちが いいました。
「それなら うちに いたら いいよ。」

「まあ、なんて おいしそうな りんご!」
しらゆきひめは りんごを ほんの ひとくち、かじって しまいました。
そのとたん、ばたんと たおれて しまいました。
まっかな りんごには、どくが たっぷり はいっていたのです。

めが さめると、7にんの こびとたちが
しらゆきひめを みつめて いました。
みんなは くちぐちに たずねました。

めが さめると、7にんの こびとたちが
しらゆきひめを みつめて いました。
みんなは くちぐちに たずねました。

おきさきさまは、りんごうりの ろうばに ばけて、
こびとの いえを たずねました。
「おいしい りんごは いかが？」

おきさきさまは、りんごうりの ろうばに ばけて、
こびとの いえを たずねました。
「おいしい りんごは いかが？」



87

141

しらゆきひめは おれいに りょうりを つくったり せんたくを したりしました。
こびとたちは しらゆきひめが だいすきに なりました。

「はい、それは しらゆきひめです。」
おきさきさまは しらゆきひめが いきていることが わかりました。
おきさきさまは、いかりくるって いいました。
「こんどこそ ころしてやる!」

「はい、それは しらゆきひめです。」
「なんですって！」
おきさきさまは とても とても くやしがり、かがみを ゆかに なげつけました。
いっぽう、しらゆきひめと おうじさまは となりのくにで いつまでも しあわせに くらしました。

むかし むかしの おはなしです。
あるくにに、とても かわいい おひめさまが うまれました。
ゆきのように まっしろい はだを していたので しらゆきひめと なづけられました。
けれども、しあわせな ひびは、ながく つづきませんでした。

おきさきさまは かがみに むかって たずねます。
「かがみよ かがみ、せかいで いちばん うつくしいのは だあれ？」
おきさきさまは かがみに むかって たずねます。
「かがみよ かがみ、せかいで いちばん うつくしいのは だあれ？」

そのころ、おしろで おきさきさまが かがみに むかって たずねました。
「かがみよ かがみ、 せかいで いちばん うつくしいのは だあれ？」
そのころ、おしろで おきさきさまが かがみに むかって たずねました。
「かがみよ かがみ、 せかいで いちばん うつくしいのは だあれ？」



123

105

ちょうど そのころ、となりのくにの おうじさまが こびとの いえの まえを とおりかかりました。
すると、こびとたちが、しらゆきひめを かこんで ないていました。
「なんて きれいな ひとだ。」
おうじさまは しらゆきひめを ひとめ みるなり すきに なって しまいました。

「かがみよ かがみ、 せかいで いちばん うつくしいのは だあれ？」
「はい、それは しらゆきひめです。」
「なんてこと！」
おきさきさまは、しらゆきひめが にくくて たまらなくなりました。

こびとたちが いえに かえってくると たおれている しらゆきひめを みつけました。
こびとたちは、たいそう びっくり しました。
7にんが それぞれ はなしかけて みましたが、しらゆきひめは まったく うごきません。

しらゆきひめは、そっと ドアを あけてみました。
なかには テーブルと かわいらしい 7つの いすがあり、おくのほうには すてきなベッドも 
7つ ありました。
つかれていた しらゆきひめは ベッドにはいると、ぐっすりと ねむって しまいました。

なんねんか たちました。
おきさきさまは いつものように 

かがみに たずねました。

なんねんか たちました。
おきさきさまは いつものように 

かがみに たずねました。

しらゆきひめは むちゅうで にげました。
くらい もりのなかを、いっしょうけんめいに はしりつづけていくと 
ちいさな いっけんの いえが ありました。

しらゆきひめは むちゅうで にげました。
くらい もりのなかを、いっしょうけんめいに はしりつづけていくと 
ちいさな いっけんの いえが ありました。

トントン
ドアを ノックしても だれも でてきません。
トントン
ドアを ノックしても だれも でてきません。
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「どうか わたしと けっこんしてください。」
しらゆきひめは、うれしそうに うなずきました。
「わあ！」
こびとたちの なみだは、かなしみの なみだから よろこびの なみだへと かわりました。

おきさきさまは まいにち まほうの かがみに たずねます。
「かがみよ かがみ、 せかいで いちばん うつくしいのは だあれ？」
「はい、それは おきさきさまです。」
こたえを きくと おきさきさまは まんぞくするのでした。

もりへつくと、けらいは しらゆきひめが かわいそうに なりました。
「おひめさま、どうか おにげください。」
けらいは しらゆきひめに わけ はなすと、
もりのおくに こっそり にがして あげました。

おしろに もどった おきさきさまは かがみに むかって たずねました。
「かがみよ かがみ、 せかいで いちばん うつくしいのは だあれ？」
「はい、それは おきさきさまです。」
おきさきさまは、まんぞくして おおわらいしました。

おかあさまが びょうきで なくなって しまい、
かわりに あたらしい おきさきさまが きました。

おきさきは とても わがままで うぬぼれや でした。

おかあさまが びょうきで なくなって しまい、
かわりに あたらしい おきさきさまが きました。

おきさきは とても わがままで うぬぼれや でした。

おきさきさまは、 けらいに めいれいしました。
「しらゆきひめを ころしなさい！」
けらいは しらゆきひめを つれて もりに でかけました。

おきさきさまは、 けらいに めいれいしました。
「しらゆきひめを ころしなさい！」
けらいは しらゆきひめを つれて もりに でかけました。

おうじさまは こびとたちから 
はなしを ききました。

おうじさまは 
しらゆきひめに そっと 

ふれるような キスを しました。

おうじさまは こびとたちから 
はなしを ききました。

おうじさまは 
しらゆきひめに そっと 

ふれるような キスを しました。

すると のどに つかえた 
りんごの かけらが おちて、

しらゆきひめが 
いきを ふきかえしました。

すると のどに つかえた 
りんごの かけらが おちて、

しらゆきひめが 
いきを ふきかえしました。




